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    ＜要 旨＞ 

社会のグローバル化により英語教育の重要性が日に日に増す中、
TOEIC をはじめとした英語検定試験が、英語学習の指針や評価手段
として広く利用されている。しかし、これらの試験を通じて体得され
る英語語彙が、文献調査や論文執筆といった工学分野の研究活動に関
連する英語力の養成にどの程度有効であるかは不透明である。 

そこで本研究では、大学入試と TOEIC の学習を通じて習得される
と考えられる語彙のリスト（一般語彙リスト）と、本学の工学部・工
学研究科の各５分野の論文をもとに作成した語彙のリスト（工学分野
語彙リスト）、その５分野の論文に共通して出現した語彙のみを抽出
したリスト（工学分野共通語彙リスト）を作成し、比較分析を行った。 

その結果、一般語彙リストに含まれる語彙の半数以上は工学分野語
彙リストに含まれていない事が分かった。また、工学分野語彙リスト、
工学分野共通語彙リストが、分析した論文の延べ語数に占める割合は
一般語彙リストを超えている事が分かった。そして、上記の分析結果
に基づき、今後の工学分野の英語教育について考察し、その指針とし
て工学分野共通語彙リストの一部を附属資料とした。 
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1．研究の背景 
 

社会のグローバル化の進展により、あらゆる経済活動は国内のみでは完
結せず瞬時に世界へ影響するようになった（フリードマン 2005=2006）。
これを受け、今日においては世界情勢の激しい変化に対応できるグローバ
ル人材育成の重要性が、特に我が国の教育界、産業界にて説かれている。 

とりわけ、大学を中心とした教育機関に於いて、グローバル人材育成は
重要な目標の一つとして掲げられている。国際基督教大学（国際基督教大
学ウェブサイト）、立命館アジア太平洋大学（APU）（APU 誕生物語編集
委員会 2009）、国際教養大学（中嶋 2010）、早稲田大学や上智大学の国際
教養学部（早稲田大学国際教養学部ウェブサイト、上智大学 国際教養学部
ウェブサイト)等は、グローバル人材育成を教育の特色として最前面に押し
出した個性的なカリキュラムが高い評価を得ている。 

本学においても 2009 年、「名古屋大学から Nagoya University へ」との
濵口プラン（名古屋大学 2009）が掲げられ、「世界で活躍できる人材の育
成」、「グローバル化の推進」と共に、「世界トップレベルの研究推進」を実
現すべく様々なプログラムが実施されている。英語により学位取得が可能
なグローバル 30 や、博士課程教育リーディングプログラム、大学の世界展
開力強化事業等のプログラムがその具体例として挙げられよう。これらに
加え、2014 年には世界レベルの教育研究を目指すスーパーグローバル大学
創成支援（文部科学省 2014）に採択され、今後益々全学的に世界トップレ
ベルの研究大学を念頭に置いたグローバル人材の育成が期待される。 

数あるグローバル人材育成に関する議論によれば、語学力、コミュニケ
ーション能力、異文化への適応力、高い専門性、分野を横断した知識、リ
ーダーシップ等、専門分野や業界を超えて通用するトランスファラブルス
キルの開発が意識されている事は確かなようである（倉本 2012、ベルリッ
ツジャパン 2013、内永 2011、全国ビジネス系大学教育会議 2014）。特に、
昨今英国にて行われているトランスファラブルスキル教育において参照さ
れている RDF（Researcher Development Framework）1）は、グローバル
人材に必要な能力に関するあらゆる議論を包含し得る点において大変興味
深い。 

上記のとおり様々な議論がなされているグローバル人材であるが、その
育成において英語教育は重要な項目の一つであろう。海外への事業展開に
注力する企業を中心に、社員の英語力を重視する傾向が近年高まってきた
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ことは記憶に新しく、トヨタ等の日系企業の多くも従業員の昇進の条件と
して一定以上の TOEIC のスコアを課している（日本経済新聞 2014）。ま
た、ユニクロで有名なファーストリテーリング、楽天に至っては英語を社
内公用語化とする宣言すらしている（金子 2014）事から、文系・理系を問
わず英語を学ぶ事が必須となっている事は明らかである。 

グローバル人材に欠かせない実践的英語能力だが、社員の英語力評価や
本学の大学院試験や交換留学の候補者選考を含めた様々な場面において、
TOEIC2）を中心として､その他、TOEFL3）、IELTS4）、実用英語技能検定 5)､
工業英語検定 6)の各種英語能力試験が、英語力を評価する上で指標とされ
る事が多い。 

同様の傾向は、本学の工学部・工学研究科にも当てはまる。例として 2013
年に工学部・工学研究科国際交流室が実施したアンケート調査の結果の一
部を図１に示す。本アンケート調査は工学部・工学研究科の学生を対象に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質問１                                質問 2 
あなたは、TOEIC を受験すること    質問１で「必要」「どちらかと言えば 
についてどう思いますか？       必要｣と選んだ方に質問です。そのよ 
（有効回答数 607）          うに感じる理由として､最もあてはま 
                   る選択肢を一つ選んでください。 
                                  （有効回答数 506） 
 

図 1 国際交流室によるアンケート調査結果 
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実施され、763 名の回答を得た。質問 1 の「あなたは、TOEIC を受験する
ことについてどう思いますか？」に対しては、9 割の学生が TOEIC を受験
する事に対して必要性を感じている事が分かる。TOEIC を必要と感じる理
由を尋ねた質問 2 では、多くの学生が大学院入試と就職と答えた。これら
の結果より、多数の学生が大学院入試や就職先からの評価を得る為に、
TOEIC の高得点の獲得を英語学習の目標としていると読み取ることが出
来る。 

一方、専門性の高い教育を効率よく行う為、工学部・工学研究科は、主
に５つの系に分けられている。Ⅰ系は化学・生物、Ⅱ系は応用物理、Ⅲ系
は電気電子・情報、Ⅳ系は機械・航空、Ⅴ系は環境土木・建築の分野であ
る。この様な工学部・工学研究科において実施される、研究活動と密接な
関連性をもった英語教育の充実が必要である（井上 2009）7）。 

しかし、TOEIC はビジネスにおける英語能力を測定する事を目的とした
試験であり、また、TOEFL、IELTS は英語圏での留学生活をスムーズに
スタートする事を目的した試験である。従って、これらの試験が、文献調
査や論文執筆等の研究活動に必要とされる英語力を養う為に、どの程度効
果的であるかは未知数である。 

 
2．目的 
 

本研究は、工学部・工学研究科の多くの学生が取り組んでいる、大学入
試・TOEIC を指針とした英語学習が、どの程度、工学分野の研究活動や論
文作成に必要とされる英語の体得に効果的なのかを語彙リストの比較を通
じて定量的に検証する事を目的とする。そして、その分析結果に基づき、
工学分野における研究活動と密接に関連した英語教育の必要性を指摘し、
附属資料とした工学分野共通語彙リストを、今後の工学分野の英語教育の
指針として提案する。 
 
3．研究方法 
 

近年のコンピューター技術の発達により、大量の文献の電子データを作
成し、語彙に関する統計から言語を客観的に分析することが可能となって
おり、この様な文献の電子データはコーパス 8）と呼ばれる（石川 2008、
石川ほか 2011）。コーパスを用いた英語に関する研究も盛んに行われてお
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り、特定の分野の表現や専門用語を抽出するといった研究（松原ほか 2008、
金丸ほか 2009）や、学術分野別のコーパスの作成（田地野 2008）も実施
されている。 

本研究では、コーパス関連の技術を用いる事により、工学分野の研究活
動に必要な語彙を検証した。具体的には、Ⅰ系からⅤ系それぞれの工学系
分野の研究活動において必要と考えられる語彙のリスト（工学分野語彙リ
スト）と大学入試や TOEIC を通じて本学の学生が習得していると考えら
れる語彙のリスト（一般語彙リスト）を作成し、それらの比較分析を行っ
た。  

次に、上記のⅠ系からⅤ系の各工学分野語彙リストにおいて、共通して
出現した語彙のリスト（工学分野共通語彙リスト）を作成し、一般語彙リ
ストと比較した。 

語彙の数のみを以って英語学習の効率性を論ずる事の意義については
賛否両論あるであろう。しかし、本稿にて示された結果は、実際に存在す
る工学分野の論文より作成した語彙リストによる客観的な分析であり、工
学分野の学生を対象とした英語教育の設計において、重要な指針となり得
ると考えている。 

以下、3.1 では一般語彙リストの作成手順を説明する。3.2 では工学分野
語彙リストの作成手順と出力したデータについて詳述し、3.3 では工学分野
共通語彙リストの作成手順と、そのコンセプトについて述べる。 
 
3.1 一般語彙リスト 
一般語彙リストの作成においては、本学の学生は入学までに中学・高校

での教育、大学入試を経て英語力を養っており、入学後は TOEIC の高得
点を目標に英語学習を進めるとした。そこで、学生の語彙力の履歴として、
中学卒業レベル、大学入試レベル、TOEIC 600 点、TOEIC 800 点、TOEIC 
990 点の 5 段階に区分した。 

現在、様々な英単語関連の参考書が市販されており、目的に応じて選択
が可能である。本研究では、例文をテキストファイルとしてダウンロード
する事が可能なキクタンを使用した。中学卒業レベルは、キクタンシリー
ズの Entry（アルク高校教材編集部 2008）に掲載された例文に含まれる語
彙を参照した。名古屋大学合格レベルは、Entry に加え、Basic、Advance
（一杉 2012a、一杉 2012ｂ）を参照した。TOEIC の各スコアにて必要な
語彙力は、同じくキクタン 600、800、990（一杉 2008、一杉 2009a、一杉

91



 

2009ｂ）に掲載された例文に含まれる語彙を、MATLAB のテキストマイ
ニング機能（Rafael 2013）を用いてリストアップした。 

上記の手順にて作成したリストを一般語彙リストと呼称し、中学卒業レ
ベル、大学入試レベル、TOEIC 600 点、TOEIC 800 点、TOEIC 990 点の
リストに含まれる語数を、それぞれ、入門、初級、中級、上級、超上級と
して定義する。 
 
3.2 工学分野語彙リスト 
次に、工学分野語彙リストの作成手順を示す。工学分野の研究活動の基

礎となる語彙を抽出するに当たり、5 分野それぞれより英語の論文を 200
本ずつ取得した。各分野に代表する学術雑誌は、Scimago Journal & 
Country Rank（Scimago Journal & Country Rank 2007）を参照して、可
能な限りインパクトファクターの高いものを選出した。また、分析対象の
論文は可能な限り日付の新しいものとした。 

インパクトファクターの高い学術雑誌に掲載されている論文が、英文の
模範として優れているのかという疑問もあろう。しかし、この判断基準に
て学術雑誌を意図的に選ぶことは、より多くの研究者が参照する可能性が
高い論文を分析対象として選定している事となり、語彙の抽出を目的とし
た英文サンプルとしては妥当であると考えている。 

語彙の分析やリストの作成には、一般語彙リストの作成時と同じく
MATLAB のテキストマイニング機能を用いた。分析においては、文字化
けして識別が不可能となった単語、人名や地名等の固有名詞は取り除いた。
また、上記の一般語彙リストに含まれる語彙との統計分析を行う為、各分
野の「延べ語数」と「異なり語数」、そして、各語彙の各分野の論文におけ
る出現頻度を出力した。ここで、「延べ語数」とは重なりを認めてカウント
した総語数であり、「異なり語数」とは何種類の単語が含まれていたかを意
味する。 

そして各分野における語彙を出現頻度の高い順に並べ、上記の入門、初
級、中級、上級、超上級と同数の語彙を含むリストを作成した。ここまで
で、5 つの工学分野それぞれにおいて入門から超上級の 5 つのレベル、計
25 種類の工学分野語彙リストが作成された事になる。 
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3.3 工学分野共通語彙リスト 
Ⅰ系からⅤ系の工学分野別語彙リストの全てのレベル（入門、初級、中

級、上級、超上級）に於いて共通して出現する語彙を抽出し、工学分野共
通語彙リストとした。 

工学部・工学研究科の学生の研究活動に必要な英語教育を想定した場合、
扱われる語彙はⅠ系からⅤ系すべての分野に共通して出現している事が望
ましい。すなわち、このリストは、工学部に所属する全ての学生が、研究
活動の為に学ぶべき語彙であると解釈することが出来る。 
 
4．結果 
 

表 1 に、一般語彙リストの作成により得られた、入門、初級、中級、上
級、超上級のそれぞれのレベルに含まれる語数、および、Ⅰ系からⅤ系の
工学分野語彙リストに含まれていた語数を示す。 
 

表 1 工学分野語彙リストに含まれる一般語彙リストの語数 
 

 一般語彙リ
ストの語数

工学分野語彙リストのうち一般語彙リストにも含まれる語数

Ⅰ系 Ⅱ系 Ⅲ系 Ⅳ系 Ⅴ系 

入門 1,599 432 438 506 494 505 

初級 4,498 1,662 1,666 1,880 1,909 1,967 

中級 5,194 2,039 2,047 2,318 2,360 2,423 

上級 5,871 2,427 2,443 2,759 2,805 2,861 

超上級 7,092 3,058 3,050 3,447 3,505 3,614 

 
表 2 は、工学分野語彙リスト作成の際に出力した各分野の論文に含まれ

ていた、延べ語数、異なり語数、及びそれぞれの合計である。今回の分析
の対象とした 1,000 本の論文には延べ約 500 万語の単語が含まれており、
それは約 26,000 語の繰り返しであった。各分野に於いて延べ語数は約
800,000 語～1,200,000 語であり、それぞれに含まれる異なり語数は約 12,000
語～15,000 語であった。 
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表 2 分析対象の論文の延べ語数と異なり語数 
 

 Ⅰ系 
化学・生物

Ⅱ系
物理

Ⅲ系 
電気電子･情報

Ⅳ系 
機械・航空

Ⅴ系 
環境土木･建築

合計 

延べ語数 786,603 971,516 1,174,320 1,091,197 1,011,016  5,034,652 
異なり語数 13,848 12,373 14,148 14,914 15,476 25,778 

 
 

図 2 は、各工学分野に出現した語彙を出現頻度の高い順に並べ、その順
位を横軸に、各語彙の頻度を縦軸にとったものである。図２において、縦
軸と横軸は共に対数目盛である。どの工学分野語彙リストにおいても出現
頻度第一位は「the」であり、上位 10 位に含まれる語彙が延べ語数の約 3
割を占める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 各語彙の各工学分野の論文における出現頻度 
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表 3 は、工学分野共通語彙リストに含まれる総語数と、そのうち一般語彙
リストにも含まれる語数である。 
 
表３ 工学部共通語彙リストの語数、そのうち一般語彙リストに含まれる語数 

 
 語数 うち一般語彙リス

トに含まれる語数 

入門 672 304 
初級 2,106 1,212 
中級 2,443 1,484 
上級 2,781 1,754 

超上級 3,438 2,226 

 
本研究により作成した工学分野共通語彙リスト（初級）を附属資料とす

る。語彙は各工学分野における出現頻度の平均値の高い順に並べられてお
り、一般語彙リスト（初級）に含まれない語彙がハイライトされている。
また、語彙の中には、例えば「occur」や「occurs」のように同一の単語が
含まれているが、これは複数形や単数形等、単語が頻繁に使われる用法を
判断する際の参考にするためにこれらを区別して分析した為である。また、
「pa」「mm」等、英単語としては認識されない物も含まれるが、これらは
工学分野において重要な単位である可能性もある為、除去していない。 
 
5．考察 
 

上記の結果に基づき、以下 5.1 では異なり語数、5.2 では各語彙リストが、
分析対象とした各分野の論文での延べ語数に占める割合に関する考察を行
う。そして、5.3 では本研究の結果と 5.1、5.2 の考察に基づき、今後の工学
分野の研究活動に必要な語彙の習得という観点から見た効果的な英語教育
についての提案を行う。 
 
5.1 異なり語数による考察 
5.1.1 一般語彙リストと工学分野語彙リストの比較 
ここでは語数に着目し、一般語彙リストと工学分野語彙リストの比較を

行う。表 1 に示した値を図 3 に視覚化した。図 3 では各語彙レベルを横軸
にとり、縦軸には各語彙レベルにおける総語彙数、及び、そのうち一般語
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彙リストと、1 系から 5 系の各工学分野語彙リストに共通して含まれる語
彙数の平均を示している。平均値には各分野で±10 パーセント程度のばら
つきが存在するが、以下での主張に大きく影響を与えるものでは無い。 

まず、図 3 の見方に関して語彙レベル中級を例にとり説明する。 ① で示
される語彙レベル中級における総語数は、表 1 でも示した通り 5,194 個で
ある。うち、② により示される語数（およそ 2,200 個）は、表 1 における
一般語彙リストの（中級）に含まれる語彙と、各工学分野語彙リスト（中
級）に共通して含まれる語数の平均である。 

つまり、一般語彙リストに含まれる 5,194 個のうち各系の工学分野別語
彙リストに出現した語数はおよそ 2,200 個であり、② を ① から差し引いた
③（およそ 3,000 個）は各工学分野の論文 200 本に含まれる上位 5,194 語に
於いて一度も出現しなかったことを意味する。 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図３ 一般語彙リスト、工学分野別語彙リスト共通語数 
 

図 3 の中級以外の各語彙レベルにても、一般語彙リストと工学分野語彙
リストの乖離は入門レベルから顕著である。すなわち、大学入試や TOEIC
を指針として英語学習を進めている限り、体得した語彙の半数以上が工学
分野の論文にほとんど出現しない事を意味しており、大学入試や TOEIC
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による英語学習の方向性が、英語学習の初期段階から既に工学分野から大
きくずれてしまっている可能性が高い。 
 
5.1.2 工学分野共通語彙リストに関して 
図 4 では、各語彙レベルを横軸にとり、縦軸には各語彙レベルにおける

総語数、工学分野共通語彙リストに含まれる語数、工学分野共通語彙リス
トと一般語彙リストに共通して含まれる語数を示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 工学分野共通語彙リストと一般語彙リストの比較 
 

ここでも、語彙レベル中級を例にとり、図４の見方を説明する。① の工
学分野語彙リストの語彙レベル中級における総語数は、一般語彙リスト同
様 5,194 個である。うち ② で示される工学分野共通語彙リストに含まれる
語数（2,443 個）は、Ⅰ系からⅤ系すべての工学分野の論文にて出現したも
の、③ により示される語数（1,484 個）は工学分野共通語彙リスト、一般
語彙リストに共通して含まれる語彙である。 

④ により示される語数（959 個）は、工学分野共通語彙リストに含まれ
るが、一般語彙リストには含まれない語彙である。④ に含まれる語彙は、
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工学分野の研究活動と密接に関連する語彙であるにもかかわらず、大学入
試や TOEIC の学習のみでは学ぶ機会が無い可能性が高い事を意味する。 
図 4 において、中級以外の各工学分野語彙リストにおいても、半数以上の
語彙が工学分野共通語彙リストに含まれており、前節で示した一般語彙リ
ストと共通している語数を上回っている。ここで、5.1.1 で指摘した通り、
一般語彙リストに含まれる語数の半数以上が、各工学分野の論文に出現し
ていない事を踏まえると、工学分野に特化した英語教育の重要性を再確認
する事が出来るであろう。 

残りの ⑤ に含まれる語彙（2,751 個）は、各工学分野語彙リストに含ま
れているが、工学分野共通語彙リストに含まれていない語彙である。ここ
に含まれる語彙も、各分野の論文から抽出した 10,000 を超える異なり語数
の中では出現頻度が高い部類に属する為、各工学分野の知識を深めるため
には無視できない重要な専門用語とも考えられる。⑤に含まれる語彙の扱
いに関する考察は 5.2 にて詳しく行う。 
 
5.2 各語彙リストの延べ語数に占める割合による考察 
ここでは、各語彙リストが、分析対象とした論文の各語彙の延べ語数に

占める割合に着目して考察を行う。 
図 5 には、それぞれの語彙レベルにおいて、各工学分野の論文の語彙の

延べ語数のうち、一般語彙リストが占める割合（一般）と、各工学分野語
彙リストが占める割合等（工学）を示した。図示されている値は、各工学
分野の平均であり数％の誤差を持つ。 

中級を例にとりながら、図 5 にて着目すべき点を以下に説明する。 ① は、
一般語彙リスト（5,194 個）の語彙が論文の延べ語数に占める割合を表して
おり、約 75％である。一方、② は各工学分野語彙リスト（5,194 個）が延
べ語数に占める割合であり、約 97％に達する。③ は工学分野共通語彙リス
ト（2,443 個）が延べ語数に占める割合であり、約 83％である。④ は工学
分野共通語彙リストと一般語彙リスト双方に含まれる語彙（1,484 個）が延
べ語数に占める割合であり、約 70％である。⑤ は工学分野共通語彙リスト
には含まれるが、一般語彙リストには含まれていない語彙（959 個）が延
べ語数に占める割合、⑥ は工学分野語彙リストには含まれるが共通語彙リ
ストには含まれない語彙（2,751 個）が延べ語数に占める割合、⑦ は各分
野の論文には出現したものの各工学分野語彙リストに含まれない語彙（約
7,000～10,000 個）が延べ語数に占める割合である。  
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一般：一般語彙リスト 
工学：工学分野語彙リスト、工学分野共通語彙リスト、 

工学分野共通語彙リストのうち一般語彙リストにも含まれる語 
 

図 5 一般語彙リスト、工学分野語彙リスト、 
       工学分野共通語彙リストが延べ語数に占める割合 

 
 
各工学分野別語彙リストに含まれる語彙が、分析した論文の延べ語数に

占める割合は、入門レベル（1,599 個）で 80％、初級レベル（4,498）で 95%
を超える一方、一般語彙リストでは超上級レベル（語数 7,092）をもってし
ても 80%にも満たない。 

この結果は、大学入試や TOEIC を通じて習得する語彙と、工学分野の
研究活動に必要な語彙の乖離を定量的に表していると言える。すなわち、
工学分野の研究活動に必要な英語の語彙に限って議論するならば、大学入
試や TOEIC の対策等により一般語彙リスト（超上級）に達した者よりも、
工学分野語彙リスト（入門）に過ぎない人の方が有利であると解釈する事
が出来る。 
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また、全ての語彙レベルにおいて、工学分野共通語彙リストに含まれる
語彙が延べ語数に占める割合が、一般語彙リストが占める割合を上回って
いる。各語彙レベルにおいて工学分野共通語彙リストに含まれる語数は一
般語彙リストよりも少ないことを考慮すれば、工学分野の研究活動を目的
とした英語教育において、これらの語彙の習得が優先されるべきであろう。 
 
5.3 工学分野の研究活動を目的とした英語教育 
以上の分析結果と考察を踏まえ、工学分野の研究活動に必要な英語教育

の目安として、初級の工学分野語彙リストの教授を提案したい。なぜなら、
工学分野語彙リストが延べ語数に占める割合が、入門では 85％を超える程
度であった一方、初級では 95％に達しており、中級、上級、超上級におけ
る変化量はわずかである為である（図 5）。 

そこで、大学入試を終えたばかりの工学部の学生を、スムーズに工学分
野語彙リスト（初級）に導くプロセスを考えた場合、工学分野共通語彙リ
ストを参考とした講義や教材開発が有効であると考えられる 9）。まずは工
学分野共通語彙リストと一般語彙リスト双方に含まれる語彙に着目した教
育を実施すれば、TOEIC を指針に英語学習を進めている学生にとっては、
親しみやすい内容となるであろう。その上で、工学分野共通語彙リストに
含まれるが、一般語彙リストに含まれない、工学分野の研究活動特有の語
彙へと移して行けば、工学部・工学研究科のⅠ系からⅤ系の学生が、共通
して工学分野の研究活動に取り組む上で必要な語彙を無理なく体得できる
と思われる。 

一方、工学分野共通語彙リスト超上級でも、延べ語数に占める割合は 8
割をわずかに超える程度であり、これが語彙リストを参照した効率的な工
学分野の英語学習の限界とも考えられる。学生が、工学分野語彙リストの
初級レベルに到達し、実際に研究活動を行うには、工学分野共通語彙リス
トに含まれない各専門分野特有の語彙（図4における ⑤ 、図5における ⑥ ）
の習得も必要である。工学分野に特化した語彙集は既にいくつか存在して
いるが（例えば亀山 2012、日本工業英語協会 2013）、専門分野や研究内容
が異なれば、延べ語数に占める割合は低いものの、ここに含まれる語数は
膨大な数となる。この様に無数に存在する専門用語を、市販の語彙リスト
のみに頼って学習する事は難しく、今後、この領域に含まれる語彙の学習
方法を開発する事が、工学分野の英語教育における課題である。
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6．結論 
 

本稿では、大学入試と TOEIC の学習を通じて習得する語彙のリスト（一
般語彙リスト）と、工学分野の英語論文をもとに作成した語彙リスト（工
学分野語彙リスト）を、入門～超上級の 5 段階のレベルに分けて作成した。
また、各レベルの工学分野語彙リストのうち共通する語彙を抽出したリス
ト（工学分野共通語彙リスト）を作成し、これらの語彙リストに共通する
語数、延べ語数に占める割合を比較分析した。 

その結果、各レベルにおいて、一般語彙リストの半数以上が工学分野語
彙リストには出現していない事から、工学分野の研究活動に必要な語彙の
習得を目的とした場合、TOEIC を通じた英語学習の効果は低い可能性があ
る事を指摘した。一方、工学分野共通語彙リストは、各レベルに含まれる
語数が一般語彙リストより少ないにもかかわらず、工学分野語彙リストに
含まれる語数は一般語彙リストを上回っていた。これより、工学分野共通
語彙リストは、語彙の習得を目的とした場合、工学分野の研究活動に必要
となる英語教育において高い効果があると考えられた。 

そこで、工学分野語彙リストが延べ語数に占める割合が、初級で 95％に
達することから、工学分野の研究活動に必要な英語教育の目安として、ま
ずは工学分野共通語彙リストを教授し、初級の工学分野語彙リストの習得
へ導く事を提案した。 

一方、分野が細分化するにつれ、分野に共通していない専門用語の学習
が重要性を増すと考えらえられる。しかし、その語数は膨大であり、この
段階では語彙リスト等に頼る学習は難しくなる為、工学分野共通語彙リス
ト習得後の英語教育は今後の課題となるであろう事を指摘した。 

 
注 
 
1) RDFとは、英国のVitaeにより100名を超える研究者へのヒアリングを基に、

研究者に必要な 63 通りのスキルをまとめたものである。その内容は、専門
知識に始まり、所属している組織の仕組みや、研究費の取得の方法や人脈、
リーダーシップ等多岐にわたる。これらを利用し在籍する学生のキャリア指
導が行われている。 

2) 英検は日本英語検定協会により行われている試験であり、一昔前まではこの
英検が日本において自身の英語力を示す最も一般的な資格であった。他の試
験がスコアによる判定を出している一方、英検は 5 級から１級までの合否に
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より判定される。主にリスニング、リーディングセクションにより構成され
るが、3 級よりも上の級に於いてはライティングと面接試験が課せられる。
この試験は日本独自のものであるため海外では殆ど認知されていない。 

3) TOEIC はビジネスに必要とされる英語能力を測定する為に設計された試験
であり ETS により開発・実施されている。最低点の 5 点から始まり満点で
ある 990 点までの 5 点刻みのスコアにより評価される。リーディングとリス
ニングのセクションにより構成されている。リーディングセクションは文法
問題と読解問題により構成されている。読解問題は、レストランのチラシか
らビジネス系のメールまで様々な問題が出題される。リスニングは、写真の
内容を問うものに始まり、会話文やラジオのニュースの内容の聞き取り等が
含まれる。留学の際に英語力の証明として認めている大学は基本的には無い。
最近一部においてライティングやスピーキングの試験も始まった。 

4) TOEFL も TOEIC と同様 ETS により実施される試験であるが、試験内容は
主に欧米の大学に入学を希望する学生が講義やセミナーについていく能力
があるか否かを測定する事を目的としている。現在実施されている TOEFL 
iBT には、ライティング、リーディング、リスニング、スピーキングのセク
ションより構成されている。ライティングでは、数分程度の英文（セミナー
や図書館等のキャンパス内での会話）を聞き、それに関する意見を延べる。
リーディングでは様々なアカデミックな分野における語彙力、読解力が問わ
れる。どれも、英語によるキャンパスライフに於いて実践的な内容であるが、
かつては TOEFL PBT と呼ばれるマークシートによるテストであり、ライ
ティングセクションは存在せず、その代わりに文法セクションが含まれてい
た。2003 年より TOEFL CBT と呼ばれる試験へと変化し、その時よりライ
ティングセクションが導入され、文法セクションのウェイトが下がった。現
在の iBT の導入により、完全に文法セクションは消滅した。文法問題を得意
とする日本人にとってはさらに難しい試験となった。ちなみに本学の初年次
の英語のクラス分けに用いられている TOEFL iTP と呼ばれる試験は、企業
や教育機関向けに PBT と同様の形式の試験を廉価にて提供しているもので
あり、TOEFL iBT とは傾向が大きく異なるとともに、一般に留学の際に必
要となる英語力の証明としては認められない。 

5) IELTS はブリティッシュカウンシルにより運営されている主に英国の大学
に入学する際に要件として課せられる試験である。リーディング、ライティ
ング、リスニング、面接により構成される。ライティングでは、複数の図や
グラフより内容を読み取り自分の言葉にて説明する問題や、自身の意見を延
べる問題等、大学の講義の課題を意識した内容となっている。 

6) 工業英検は日本工業英語協会により運営される、主に科学技術系の分野の英
語力を測定するための試験である。4 級、3 級では工学分野で用いられる語
彙力の問題が目立つが 2級以上では日英翻訳等ライティング能力が重視され
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る。理工系の学生がライティングに主眼を置いて英語力を養うには最も適し
た試験であると考えられるが、知名度は低い。 

7) この様な状況を受け、筆者らは日本工業英語協会より講師を招き２回の講演
会を開催し、主に本学工学部・工学研究科の学生を対象に 3C（Clear、 Correct、 
Concise）の概念と実践を紹介した。3C とは、 科学技術系分野の英文（論文、 
製品マニュアル、特許、提案書等）を正確、明確、簡潔に記述する事を目的
として体系化された英文ライティングのノウハウである。（中山 2009、日本
工業英語協会 1994）これら講演会には主催者である筆者の想定をはるかに
超えた 200 名近い参加者が集まった。この参加者の中には、20 名程度の教職
員も含まれており、 科学技術系英語ライティングの内容は学生のみならず、
教職員の興味も惹きつけたようである（西山ほか 2014）。 

8) 例えば、Coca や British National Corpus（BNC）等が有名である。 
9) 工学分野共通語彙リスト作成において着目しているのは語数のみであり、文
脈や表現におけるそれらの語彙の意味・用法については考慮されていない。
従って、本リストを参照して教材作成を行う際には、英語熟練者の力を借り、
研究活動において学習効果が高いと考えられる用法等を吟味する必要があ
る。 
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附属資料 工学分野共通語彙リスト（初級） 
 

※ いいいいいい 一般語彙リスト（初級）には含まれていない語彙  
1 the 51 energy 101 new 151 single
2 of 52 design 102 university 152 lower
3 and 53 different 103 value 153 so
4 in 54 more 104 under 154 structures
5 a 55 when 105 values 155 increase
6 to 56 where 106 function 156 matrix
7 is 57 control 107 same 157 frequency
8 for 58 shown 108 through 158 algorithm
9 with 59 number 109 set 159 methods
10 as 60 materials 110 obtained 160 point
11 that 61 other 111 information 161 within
12 by 62 may 112 higher 162 strength
13 on 63 their 113 they 163 material
14 are 64 surface 114 order 164 problem
15 be 65 systems 115 over 165 area
16 at 66 analysis 116 given 166 total
17 this 67 only 117 our 167 cost
18 from 68 phase 118 solution 168 since
19 was 69 temperature 119 well 169 similar
20 fig 70 into 120 while 170 very
21 an 71 both 121 figure 171 up
22 can 72 research 122 work 172 maximum
23 which 73 process 123 layer 173 distribution
24 were 74 rate 124 approach 174 applied
25 it 75 during 125 shows 175 out
26 or 76 its 126 science 176 found
27 we 77 however 127 re 177 stress
28 time 78 engineering 128 effect 178 building
29 using 79 power 129 respectively 179 speci
30 not 80 case 130 some 180 heat
31 have 81 study 131 most 181 following
32 between 82 low 132 journal 182 compared
33 used 83 state 133 range 183 structural
34 model 84 method 134 large 184 average
35 based 85 performance 135 level 185 part
36 also 86 table 136 current 186 available
37 has 87 will 137 paper 187 experimental
38 all 88 if 138 size 188 about
39 these 89 after 139 because 189 ratio
40 system 90 but 140 observed 190 example
41 two 91 structure 141 parameters 191 form
42 high 92 con 142 load 192 any
43 no 93 use 143 network 193 reaction
44 results 94 due 144 conditions 194 small
45 data 95 then 145 could 195 cell
46 such 96 there 146 thus 196 should
47 each 97 mm 147 proposed 197 type
48 than 98 section 148 test 198 see
49 been 99 properties 149 models 199 he
50 one 100 three 150 therefore 200 further
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224 per 274 input 324 vector 374 previous
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226 possible 276 main 326 images 376 particle
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230 considered 280 performed 330 detection 380 loss
231 measured 281 along 331 multi 381 electron
232 addition 282 less 332 terms 382 source
233 potential 283 target 333 region 383 do
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235 air 285 local 335 cross 385 larger
236 behavior 286 self 336 cases 386 reduced
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245 several 295 related 345 associated 395 his
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248 mechanical 298 increases 348 cycle 398 transport
249 important 299 voltage 349 theory 399 must
250 above 300 development 350 dynamic 400 plane
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440 processes 490 particular 540 carried 590 code
441 mechanism 491 sensor 541 designed 591 stable
442 need 492 transformation 542 approaches 592 assumed
443 component 493 best 543 mail 593 individual
444 physical 494 near 544 relatively 594 moment
445 difference 495 axis 545 positive 595 major
446 modeling 496 environment 546 day 596 dependent
447 dynamics 497 behaviour 547 nodes 597 core
448 joint 498 contact 548 product 598 am
449 wall 499 loading 549 series 599 smaller
450 review 500 achieved 550 devices 600 lead

108



工学分野英語教育の為の語彙に関する考察 

 

 
 
601 flow 651 optical 701 depth 751 decreases
602 curve 652 make 702 estimate 752 basic
603 role 653 furthermore 703 technical 753 action
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609 accuracy 659 assembly 709 indicates 759 joints
610 equilibrium 660 external 710 strong 760 wide
611 sequence 661 mixture 711 led 761 context
612 human 662 vs 712 few 762 combined
613 improved 663 regions 713 china 763 species
614 taken 664 combination 714 products 764 almost
615 gain 665 diffusion 715 certain 765 sensors
616 upper 666 copyright 716 operating 766 program
617 often 667 technologies 717 needed 767 sun
618 damage 668 negative 718 rather 768 original
619 grid 669 sciences 719 working 769 leading
620 evaluation 670 prediction 720 driving 770 geometry
621 site 671 link 721 plasma 771 reliability
622 environmental 672 derived 722 memory 772 interest
623 demonstrated 673 conventional 723 signals 773 deviation
624 represents 674 threshold 724 account 774 solar
625 life 675 conducted 725 followed 775 improvement
626 now 676 architecture 726 represent 776 visual
627 spatial 677 sources 727 third 777 lines
628 references 678 vertical 728 employed 778 predicted
629 literature 679 room 729 novel 779 bottom
630 objective 680 recently 730 requires 780 parallel
631 spectrum 681 relationship 731 appropriate 781 hot
632 loads 682 considering 732 enhanced 782 basis
633 hybrid 683 global 733 necessary 783 caused
634 knowledge 684 controlled 734 produced 784 compression
635 framework 685 interactions 735 sets 785 medium
636 correlation 686 finally 736 called 786 rotation
637 simulations 687 open 737 pure 787 access
638 least 688 ability 738 columns 788 alternative
639 yield 689 existing 739 cooling 789 clearly
640 us 690 complete 740 usually 790 modes
641 green 691 experiment 741 supported 791 last
642 whereas 692 might 742 contrast 792 uniform
643 moreover 693 accepted 743 theoretical 793 micro
644 measure 694 electric 744 allows 794 front
645 constraints 695 evolution 745 electronic 795 indicated
646 road 696 sub 746 leads 796 width
647 forces 697 wave 747 against 797 world
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1802 former 1852 handling 1902 mental 1952 brief
1803 inspired 1853 worth 1903 obtaining 1953 reviewed
1804 council 1854 creating 1904 expensive 1954 nine
1805 introducing 1855 man 1905 ties 1955 raw
1806 focuses 1856 quantity 1906 delivered 1956 west
1807 minor 1857 sign 1907 gray 1957 lost
1808 grow 1858 formula 1908 concerning 1958 candidates
1809 qualitative 1859 comes 1909 hall 1959 enabled
1810 reveal 1860 surrounding 1910 failed 1960 imposed
1811 dong 1861 incorporating 1911 nor 1961 regardless
1812 tolerance 1862 thank 1912 plays 1962 circles
1813 sim 1863 generating 1913 stronger 1963 describing
1814 shorter 1864 orthogonal 1914 targeted 1934 eye
1815 eventually 1865 utilizing 1915 calculating 1965 assistance
1816 comparative 1866 functionality 1916 meaning 1966 normally
1817 scope 1867 became 1917 deep 1967 naturally
1818 quantities 1868 examine 1918 simplicity 1968 understood
1819 facilitate 1869 topic 1919 late 1969 extract
1820 verify 1870 limitation 1920 ministry 1970 tween
1821 sides 1871 obviously 1921 precise 1971 aforementioned
1822 centers 1872 affects 1922 predicting 1972 extensively
1823 determines 1873 closer 1923 appeared 1973 tuned
1824 appearance 1874 decades 1924 faculty 1974 powerful
1825 slight 1875 supports 1925 empty 1975 conclude
1826 offers 1876 calibrated 1926 generates 1976 you
1827 mod 1877 rotations 1927 explore 1977 brie
1828 college 1878 attempt 1928 displayed 1978 never
1829 challenging 1879 released 1929 chinese 1979 shifted
1830 contract 1880 completed 1930 know 1980 increasingly
1831 insight 1881 display 1931 continued 1981 complementary
1832 coherent 1882 fail 1932 name 1982 held
1833 necessarily 1883 come 1933 scaled 1983 independently
1834 occurring 1884 inherent 1934 placement 1984 apart
1835 em 1885 concern 1935 consist 1985 reality
1836 largely 1886 frequently 1936 posed 1986 acts
1837 monitored 1887 explicitly 1937 academic 1987 attempts
1838 considerations 1888 worked 1938 acquired 1988 enabling
1839 linearly 1889 planar 1939 hill 1989 contributed
1840 substantial 1890 causing 1940 brown 1990 took
1841 induce 1891 systematic 1941 regulation 1991 equals
1842 renewable 1892 correctly 1942 none 1992 shifts
1843 dominated 1893 proportion 1943 drops 1993 moves
1844 intended 1894 maintaining 1944 sharp 1994 microscopic
1845 technological 1895 operated 1945 advance 1995 minimizing
1846 giving 1896 express 1946 restricted 1996 clean
1847 record 1897 notice 1947 regarded 1997 smallest
1848 emerging 1898 equally 1948 quantify 1998 serves
1849 separately 1899 adequate 1949 instantaneous 1999 distinguish
1850 coverage 1900 kinds 1950 assumes 2000 translation
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2001 perhaps 2051 outlined 2101 minute
2002 tends 2052 corporation 2102 careful
2003 realized 2053 deliver 2103 investigating
2004 whilst 2054 prop 2104 conjunction
2005 instruments 2055 turns 2105 practically
2006 easier 2056 coordinated 2106 conversely
2007 continue 2057 presentation   
2008 couple 2058 publishing   
2009 expressions 2059 wider   
2010 going 2060 continues   
2011 affecting 2061 precisely   
2012 analyzing 2062 applicability   
2013 combine 2063 proximity   
2014 thanks 2064 employ   
2015 care 2065 seem   
2016 keeping 2066 requiring   
2017 mark 2067 optimizing   
2018 twice 2068 expect   
2019 fore 2069 contrary   
2020 replace 2070 valuable   
2021 substantially 2071 fewer   
2022 dissipation 2072 passed   
2023 expanded 2073 alternatively   
2024 proven 2074 usual   
2025 integrity 2075 unfortunately   
2026 recognized 2076 protected   
2027 somewhat 2077 interpreted   
2028 aid 2078 funded   
2029 insights 2079 handbook   
2030 discussions 2080 removing   
2031 alter 2081 latent   
2032 rely 2082 respond   
2033 serious 2083 ultimately   
2034 relies 2084 highlight   
2035 remarkable 2085 neglected   
2036 studying 2086 diagrams   
2037 neither 2087 distinguished   
2038 inclusion 2088 fairly   
2039 believe 2089 package   
2040 straightforward 2090 illumination   
2041 supplied 2091 noting   
2042 carefully 2092 convenient   
2043 frequent 2093 magnitudes   
2044 accounts 2094 soon   
2045 triangle 2095 leaving   
2046 consumed 2096 sure   
2047 viewed 2097 moved   
2048 covering 2098 slowly   
2049 diverse 2099 replacing   
2050 helps 2100 bring    
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